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近藤にとって「災害」とは何か

・研究課題というよりも、教育課題
・人と自然の関係性に関心ー地理学の課題
・中・長期における安全・安心な社会の
実現は「人と自然の分断の修復」が鍵

帰還困難区域に指定された飯舘村長泥の桜(2012年5月6日）



近藤の専門分野は「地理学」
シャープな専門分野は水文学
地理学は人と自然の関係学－地理学は環境学そのもの
人と自然の分断が災害を起こす
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空間情報ー主題図による情報発信ー

空間情報とは何か
三次元的な広がりを持つ情報・・・地図や画像
例えば、●地形図や様々な主題図

●空中写真
●衛星データ

空間情報は地理情報の一部
地理情報は位置の属性を持つ情報

なぜ重要か？
いまやネットでも簡単に手に入る
だれでも“知る”ことができる
知ることで命や財産を守ることができる

特に、土地の性質に
関する主題図からは
様々な安全情報の
読み取りができる



様々な情報がWEB上にある－例えば地理院地図－

国土地理院で作成した主題図をWEB上で統合したもの。「長野県神城断層
地震」の震源断層も記載されている。

http://portal.cyberjapan.jp/site/mapuse4/index.html#zoom=5&lat=35.99989&lon=138.75&layers=BTTT
http://portal.cyberjapan.jp/site/mapuse4/index.html#zoom=5&lat=35.99989&lon=138.75&layers=BTTT




「自然の営み」と「人の営み」



水害(洪水)
水害は旱魃とともに、人間の生活に影響を及ぼす深刻な
災害のひとつである

1998年夏、長江の大洪水

パール・バック

大地



水害(洪水)

大都会に住む皆さんは水害を身近に感じているで
しょうか

もし、身近に感じていないとしたら、連続堤防や
ダムといった治水施設により君たちは守られてい
るから

しかし、明治に始まった西洋式の治水はそろそろ
限界を迎え、各個人が、水害を知り、水害に対処
しなければならない時代に入ったのでは？



日本における西洋式治水工法の導入
Introduction of western style flood control scheme

●明治29、30年 治水三法 河川法、砂防法、森林法 成立
1896,1897 River Law, Sabo Law, Forest Law

●治水に対する工学的適応の開始
Start of engineering adaptation for flood control

（国土交通省ホームページより）

堤防で
守るぞ



2011年4月11日現在堤防等被災状況（国土交通省関東地方整備局）

2011年の夏期に大型
台風に見舞われていた
ら．．．想像してみよう

堤防だって壊れることも！
複合災害の懸念

★



2013年10月台風26号：印旛沼の水位変化

間一髪
助かった



行政が守ってくれはず！？
1974年多摩川水害
東京放送のテレビドラマ「岸辺のアルバム」（山田
太一が原作·脚本）に洪水シーンが利用された。

●その後の訴訟で国が敗訴
●行政に住民の生命と財産を守る義務

この曲がり
くねった道は？

宿河原

狛江



●水需要量の減少 80～90年代

水資源開発の必要性が
少なくなってきた！

●環境の重視
コンクリートに囲まれた暮らし
緑豊かな、生物のにぎわう水辺
どっちが良いですか？

吉野川第十堰

長良川
河口堰

人の考え方も
変わります



水防法改正までの流れ

●1997年河川法改正
河川事業における環境への配慮、地域住民の意向を十分くみ取

ることを明記
●1998年利根川、那珂川、阿武隈川洪水
●2000年9月東海豪雨災害
●2001年水防法改正
情報システムのあり方、水害ハザードマップの作成と公開が地

方自治体に義務づけられた

旧法制度
●「お上任せ」、被災した場合はクレームや訴訟！？

新法制度
●自分の安全はまず自分で確保！、環境を重視して地域の意向を
十分くみ取った場合は、水害リスクを負う必要

●環境を重視して、大規模施設による「洪水リスクコントロー
ル」をやめる場合は、そのリスクを軽減する智慧を地域ぐるみ
で出していく必要

●もちろん行政は市民の命、財産を守るために努力している！

河川法改正

水防法改正



2000年9月11、12日東海豪雨

西枇杷島駅と新幹線

新川堤防決壊箇所

空中写真：㈱アジア航測

もう、工学的適
応では支えきれな
い．．．



ハザードマップの存在を知ろう！
万が一の水害時に、地域の住民の方々が安全に避難できる事が主な目的
避難をするために必要となる情報として、想定浸水深、避難所の位置及び一覧、緊
急連絡先、避難時の心得等が記載されています。
平成13年7月に一部改正された水防法第10条の5項に基づき、市区町村長によって行
われる情報提供の一環です。

http://www.city.sumida.lg.jp/kurasi_guide/katei_tiikinobousai/kouzui_hm1.html
http://www.city.sumida.lg.jp/kurasi_guide/katei_tiikinobousai/kouzui_hm1.html


印刷地図として準備されていることもあ
るので、自治体に問い合わせよう！

北区荒川洪水ハザードマップ

ハザードマップ
に関する情報
はこちら

http://disapotal.gsi.go.jp/
http://disapotal.gsi.go.jp/


明治43年(1910年)8月台風による水害
庚戌(かのえいぬ)の大洪水

千葉県防災誌 風水害との闘い～洪水との闘い、十五夜の嵐、竜巻～

利根川の大洪水
明治43年(1910年）
昭和13年(1938年）
明治16年(1941年）
昭和22年(1947年）
⇒カスリーン台風

どの様な水害を想定すべきか？過去に起こったことはまた再び！

★



（国土交通省関東地方整備局）

カスリーン台風－利根川が決壊し、洪水が東京下町を襲う－

A.埼玉県東村
新川通りでは
340mにわたり
利根川の堤防
が決壊した。
（埼玉県大利根
町）

B.茫然と濁流を
見つめる人々（埼
玉県幸手市）

C.濁流を見つめる
人々（東京都足立
区）

D.濁流は都内へ
（東京都葛飾区）

D

A

B

C

昭和22年9月実績水深

再び起きるか？

★



内閣府では様々な条件を
設定し、浸水状況を
計算し、公表している

http://www.bousai.go.jp/fusuigai/index.html
http://www.bousai.go.jp/fusuigai/index.html


この写真に何が見えているか



生活基盤を維持するために様々な投資がなされている

白髭西地区市街地再開発事業（東京都再開発事務所）

都市に住むということはどういうことか？
コストをかけることができなくなったら？



高潮・防潮堤の配置状況（左）

水門と排水機場の配置状況(下)

（東京都江東治水事務所）

私たちは守られている
文明社会の野蛮人
になってはいけない



水害を想定した上で、長期的な観点から、どう
やって減災を達成するかについて考える

●我々が住んでいる場所の土地条件
（土地、地盤の性質）を知ること
⇒自然地理学の知識⇒河川地形の基礎

●ハザードの性質を理解し、ディザスター
に対応できること

●今の安全と未来の環境・繁栄のバランス
未来に向かってどう生きたいのか

近代文明人としての基本リテラシー
地学や地理学は時代が必要としている
学問分野です．



平野の地形の典型的な配列
扇状地⇒氾濫原⇒三角州

河川地形
の基礎

自然堤防自然堤防 旧河道後背湿地

実は、多様なパターンがある⇒地域性を理解、経験の積重

扇状地 三角州

山地 平野 海岸



扇状地
扇
状
地
は
洪
水
や
土
石
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

（帝国書院高校地図帳より）



氾濫原

平野の中にも、土地の性質が異なる場所がある

押堀

自然堤防後背湿地 旧河道

建物によって覆
われた地表面
のその下は？



三角州 川と海の両方の作用によって形成された地形

東京湾岸では前置斜面の砂層をポンプでくみ上げて埋立に利用⇒液状化
砂採取後の凹地が還元状態となり、青潮の発生を促す

file:///C:/Program Files (x86)/Google/Google Earth/client/googleearth.exe
file:///C:/Program Files (x86)/Google/Google Earth/client/googleearth.exe


都市に隠された洪水地形

事例１ 濃尾平野

事例２ 東京下町低地

三
川
が
西
に
寄
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
？

東京名古屋

★

平野の性質、
水害履歴を
知ろう！



濃尾平野
●伊勢湾台風(1959年9月）

伊勢湾西部を北進する台風により、高波が発生

立松和平、「大洪水の記憶」、サンガ新書

木曽川上空より弥富駅方向。下記URLより転載
http://www.d1.dion.ne.jp/~kwx/isewan.htm

（岐阜県総合防災ポータルより）



揖斐川

木曽川長良川



濃尾平野の地形配列

扇状地

河道の変遷が起こりやすく、
砂礫の堆積が見られるが、排
水は速やか

後背湿地・自然堤防

・河川の作用によって形成
・自然堤防は冠水することが
少ないが、大きな洪水時には
冠水。しかし、排水は早い
・後背湿地は湛水深は深く、
湛水期間も長い

三角州・干拓地

低平で洪水だけでなく、津
波・高潮の被害も受ける

木曽川
扇状地

長良川
扇状地

揖斐川
扇状地

後背湿地
自然堤防

三角州
干拓地

輪中地帯



近世以降の干拓地

三角州

後背湿地と自然堤防

大矢雅彦先生が1956年に作成した
濃尾平野の地形分類図



1959年伊勢湾台風、水はどこまできたか

浸水域は三角州（デルタ）の範囲と一致
「地図は悪夢を知っていた」

（中日新聞）

伊勢湾台風を主な契機として、
地形分類図が国策として作成
・国土調査（旧国土庁）
・土地条件図（国土地理院）
・治水地形分類図（国土地理院）

http://portal.cyberjapan.jp/site/mapuse4/index.html#zoom=4&lat=35.99989&lon=138.75&layers=BTTT
http://portal.cyberjapan.jp/site/mapuse4/index.html#zoom=4&lat=35.99989&lon=138.75&layers=BTTT


東京湾の過去の海岸線
赤：６～８世紀
緑：１５世紀頃
青：１６００年頃
紫：１８８０年
黄：１９４５年

東京下町低地はどうなっているのか

（てこな、市川市ＨＰ）

★

背景は1985年のランドサット画像



東京低地水域環境地形分類図
大矢雅彦ほか、「地形分類図の読み方・作り
方」、古今書院、1998.
久保純子、東京低地水域環境地形分類図

都会の下には、もとの地形が隠
されており、災害時にはその性
質を露わにする

川は変遷を繰り返し、沖積低地
の地形を作り上げた



川は繰り返し変遷し、
平野を形成しました

利根川、荒川の古流
路

川の仕事は？



建設省関東地方建設局（現国土交通省）・首都圏外郭放水路

http://www.kajima.com/news/digest/nov_2000/tokushu/toku02.htm
http://www.g-cans.jp/

豪雨時に中川低地の水を江戸川に排水するために、国道16
号線の地下50mに建設された長さ6.3kmの地下放水路

私たちは守られているのですよ

http://www.kajima.com/news/digest/nov_2000/tokushu/toku02.htm


○共栄のシステム 牛のルーメン．．．．．．．．．．．．石油文明
○共貧のシステム フラスコの中のミコロコズム．．．農村的世界
○緊張のシステム 惑星間航行宇宙船．．．．．．．．都市的世界

我々はどういう世界を望んでいるのか？
共貧のシステムと緊張のシステムの共存は可能か？

栗原 康 著
有限の生態学－安定と共存のシステム－
岩波新書949（絶版）

二つの世界を行き来できる精神的態度

今、我々はどんな社会にいるのか



土地の性質と地盤災害
ー液状化ー

災害の素因と誘因(ハザード)
誘因は地震だとしたら
素因は？
災害の複合化
災害の長期化

file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/教務/講義/DNGL環境防災学/8地盤災害・海岸侵食/images/液状化/液状化・ネット際.MOV
file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/教務/講義/DNGL環境防災学/8地盤災害・海岸侵食/images/液状化/液状化・ネット際.MOV
file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/教務/講義/DNGL環境防災学/8地盤災害・海岸侵食/images/液状化/液状化・ネット際.MOV


東
京
湾
岸
の
埋
立
年
度

(季刊そら、2011梅雨号）

江戸期の埋め立て地



明治36年の千葉市 5万分の１地形図初版に記載された土地利用・植生

どのようにして埋立
が行われたのか

（近藤原図）



東日本大震災に伴って発生した液状化は湾岸
地域だけでなく、東日本の広範に及んだ。

様々な画像、動画がWEBにある。検索して見てみよう。

(季刊そら、2011梅雨号）

file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/教務/講義/DNGL環境防災学/8地盤災害・海岸侵食/images/液状化/液状化・道路際.MOV
file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/教務/講義/DNGL環境防災学/8地盤災害・海岸侵食/images/液状化/液状化・道路際.MOV


昔の地図から、ハザードを予見することができる

例：千葉県我孫子市の液状化

写真：我孫子市ホームページ

明治初期 現在

file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/研究発表/2014/20141128_OR学会/images/竜ヶ崎(迅速集成).jpg
file:///C:/Users/kondohfaculty.chiba-/Documents/研究発表/2014/20141128_OR学会/images/竜ヶ崎(迅速集成).jpg
http://portal.cyberjapan.jp/site/mapuse4/index.html#zoom=15&lat=35.8467&lon=140.13863&layers=BTTTFT
http://portal.cyberjapan.jp/site/mapuse4/index.html#zoom=15&lat=35.8467&lon=140.13863&layers=BTTTFT


旧河道

河川改修により河道は直
線化されたが、かつての
河道跡には砂が堆積して
おり、地震時に液状化し
やすい。

（若松他、2006、土木学会論文集）

2004年を思いだそう

見附市付近、1975年空中写真



●災害は[誘因(ハザード)]＋[素因]で発生

●ハザードは長期的には予測することができる
（一部のハザードは短期的予測も可能）

●素因に関する知識は教養、必須リテラシー

●多くの主題図が作成され、公開されている

●それでも災害に備えることが難しいのはなぜか

●研究者は個別分野の中で成果を出すのではなく、
防災・減災の目的を共有した枠組みの中で、
役割を果たすこと



破局的巨大噴火
過去に起きたことは

また再び．．．

九
州
に
は
大
カ
ル
デ
ラ
火
山

が
南
北
に
列
を
な
し
て
い
る

●阿蘇カルデラ
（約7万年前）
●加久藤カルデラ
（約52万年前）
●姶良カルデラ
（約22000年前）
●阿多カルデラ
（約11万年前、5500年前）
●鬼界カルデラ
（約6300年前）



姶良カルデラ

・約22000年前の大噴火で形成
・地表では高温の火砕流（入戸火砕流）
が噴出し、南九州を埋め尽くした

・その時の堆積物がシラス台地を形成

鹿児島の地形を特徴づけるシラス
台地。周縁を急崖に囲まれた比高
100m程度の台地。（鹿児島大学HP)

桜島は約1万
年前から活動
開始。現在も
活動中。



鬼界カルデラ

●6300年前に形成
●周囲では幸屋火砕流、広域火山灰では鬼界アカホヤ火山灰(K-Ah)が噴出
●この噴火で南九州にあった寒ノ神（せのかん）式土器文化が滅び、北九
州から轟式・曽畑式土器文化を持つ人々が移住してくるまで、無人化した

鬼界アカホヤの
分布域に注目

カルデラ火山は日本各地にある





●宿命的なハザードにはどのように対峙するか
死者と共に生きる世界ー時間を超えたコミュニティー

●事故は宿命的なハザードではない
近代文明の衰退



何を信じていいかわからない
おれは文系だからわからない

文明社会の野蛮人仮説（オルテガ、小林信一）
近代文明が誰のどんな努力によって成り立っ
ているのか、どのような仕組みで動いている
のか、どんなコストを払っているのか．．．
これがわからなくなると文明は衰退する

原子力の恩恵を受けるためには原子力につい
て知り、監視できる能力を持つことが近代文
明人としての正しい態度ではないか

原子力の管理を人任せにするということは？

文明の衰退



自然と人の関係を理解し、災害を想定

自助・共助・公助
行政の限界があるから自助・共助ではない！

自分の家族は自分で守りたい！
自分の 地域は自分たちで守りたい！
行政とも一緒に地域を守ろう！
⇒そのためにも地理学を学んでおこう！

オオカミ少年になろう！

A:災害にならなかったではないか！ぷんぷん！
B:災害にならなくて良かった！

二つの態度の行き着く先を想像してみよう！


